
燕市報道資料 No.１ 

                                 燕 市
Tsubame City

 

令和２年７月３０日 
 

市内企業への唾液 PCR検査費用の補助を実施 
－移動を伴う経済活動等の感染症リスク管理を支援します－ 

 

燕市は、市独自の新型コロナウイルス感染症緊急対策として第 1 弾「ふるさと燕を

守ろう！フェニックス1 1
イレブン

」と第 2 弾「プラス 5
ファイブ

」を総額 7.8 億円規模で推進して

おり、このたび、第 3 弾となる新たな対策のうち、緊急性が高いと考えられる 3 つの

対策について、7月 28日の臨時会にて先行して補正しました。 

先行してスタートする対策の1つめとして、市内の民間検査機関が県内で初めてPCR

検査を開始するなど、検査しやすい環境が整ってきたことを受け、民間検査機関が実施

する唾液 PCR検査費用の一部を補助する「市内企業感染症リスク管理支援事業」を実

施し、県外への移動を伴う経済活動等における感染症のリスク管理を支援します。 
 

【市内企業感染症リスク管理支援事業の概要】 

1.概  要：経済活動の再開に向けて、海外・県外出張による営業活動等を行う市内 

の事業者に対し、民間検査機関が実施する唾液 PCR検査にかかる費用の 

一部を補助し、感染症のリスク管理を支援するもの 

2.対 象 者：市内事業者で、燕市に納税義務がありかつ滞納のない者 

      ※医療・福祉施設や事務所を持たずに事業を行う場合を含む 

3.対象経費：民間検査機関が実施する唾液 PCR検査にかかる検査費用 

4.補助内容：1検体につき 8,000円（定額） 

      ※同一人が複数回検査を受けた場合も対象となります。 

5.対象期間：8 月 1 日（土）～令和 3年 3月 31 日（水） 

      ※申請開始日は、決まり次第燕市公式ウェブサイトでお知らせします。 

6.補助上限：対象期間中の検査は、以下の上限の範囲内で何回でも申請可 

従業員数 1社あたりの上限 

20人以下 15検体 

21人以上 30検体 

100人以上 50検体 

7.予 算 額：10,000千円 

［参考：燕市内の民間検査機関での検査料］ 

 一般社団法人県央研究所 14,850円（検査キット発送料と消費税込） 

 
本件についてのお問い合わせ先 

産業振興部 商工振興課：山崎 

電話：0256－77－8232（直通） 



燕市報道資料 No.２ 

                                 燕 市
Tsubame City

 

令和２年７月３０日 
 

唾液 PCR検査費用助成で実習生を応援 
－学生が安心して教育実習等に取り組めるよう支援します－ 

 

燕市内で PCR 検査がしやすい環境が整ってきたなか、市内事業者への唾液 PCR 検査

費用補助（報道資料 No.1 参照）の実施に加え、先行してスタートする対策の 2 つめと

して「実習生応援 PCR 検査費用助成事業」を実施します。 

この事業では、燕市在住又は燕市出身の学生で、資格の取得を目指し燕市又は近郊で

教育実習等を行う者を対象に、民間検査機関が実施する唾液 PCR 検査の費用を助成し、

安心して実習に取り組めるよう支援します。 
 

【実習生応援 PCR検査費用助成事業の概要】 

1.対 象 者：以下のすべてに該当する学生 

①本人又は保護者等が燕市に住所を有していること 

②燕市又は近郊の学校等において教育実習等を行うこと 

＜対象となる実習例＞ 

教育実習、保育実習、看護実習、介護実習 など 

 

2.助 成 額：民間検査機関が実施する唾液 PCR 検査費用に対し、 

上限 15,000 円（1 人 1 回限り） 

 

3.対象期間：8 月 1 日（土）～令和 3 年 3 月 31 日（水） 

      ※申請開始日は、決まり次第燕市公式ウェブサイトでお知らせします。 

 

4.予 算 額：1,500 千円 

 

5.そ の 他：申請方法等詳細は下記担当までお問い合わせください。 

 

［参考：燕市内の民間検査機関での検査料］ 

 一般社団法人県央研究所 14,850 円（検査キット発送料と消費税込） 

 
本件についてのお問い合わせ先 

教育委員会 学校教育課：清水 

電話：0256－77－8309（直通） 



燕市報道資料 No.３ 

                                 燕 市
Tsubame City

 

令和２年７月３０日 
 

中学 3年生応援事業「フェニックス 600」を実施 
－将来の夢につながる貴重な体験の場を提供します－ 

 

 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う臨時休校や各種大会の中止等により、中学 3

年生の生徒たちは、義務教育最後の年において、これまでどおりの学校生活や部活動が

できませんでした。こうした状況から、3 つめの先行スタート事業として、市内の中学

3 年生を対象に、これまでの部活動の成果を発揮する場や、今後の人生において夢や希

望が持てるような貴重な体験の場を提供する「フェニックス 600」を実施します。 
 

【中学校 3年生応援事業「フェニックス 600」の概要】 

1.対 象 者：市内中学 3 年生 約 600 人 

2.事業内容： 

（1）これまでに実施した事業 

  ○部活動交流試合（6 月 21 日～7 月 26 日実施） 

   これまでの部活動の成果を発揮する場として、部活動交流試合を開催 

（2）今後実施する事業（8 月下旬～11 月を予定） 

①ビクトリークリニック・フェニックス 600（希望者対象） 

   オリンピック選手など一流講師の招聘や、 

県内の一流競技団体等へ出向き、より専門 

性の高い実技指導とミニ講演会を複数種目 

で計 5 回程度実施 

  ➁夢コンサート（YumeCon）（希望者対象） 

  著名な音楽家や楽団等のコンサートを開催し、 

さらに希望する生徒に対し楽器演奏等の実技 

指導の機会を併せて設定 

  ➂ハートフル演劇鑑賞会（全員対象） 

   人権尊重をテーマとする朗読劇「家族草子」を、 

  「夢をあきらめない」等の主旨に沿った内容で開催 

  ④フェニックス 600 記念プレートの贈呈 

   各学校に、記念プレートと額縁入りの趣意書を贈呈 

3.そ の 他：講師や会場等、詳細は決まり次第お知らせします。 

 
本件についてのお問い合わせ先 

教育委員会 学校教育課：廣川 

電話：0256－77－8191（直通） 




